
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

275,000 275,000 275,000 275,000 1,100,000

247,000 192,500 137,500 0 577,000

うち県交付金 123,500 96,250 68,750 0 288,500

274,000 376,900 376,900 376,900 1,404,700

147,000 168,450 0 0 315,450

うち県交付金 73,500 84,225 0 0 157,725

240,000 240,000 240,000 240,000 960,000

86,000 0 0 0 86,000

うち県交付金 43,000 0 0 0 43,000

384,000 856,000 856,000 856,000 2,952,000

192,000 0 0 0 192,000

うち県交付金 96,000 0 0 0 96,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0 1,173,000 1,747,900 1,747,900 1,747,900 6,416,700

0 672,000 360,950 137,500 0 1,170,450

うち県交付金 0 336,000 180,475 68,750 0 585,225

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

那須塩原市

1

産前からの切れ目
ない支援～妊娠中
から地域とつなが
りがもてるように～

総事業費

うち市町支出額

3
農業体験塾「元気
のらクラブ」

総事業費

うち市町支出額

2
社会的処方「つな
がりが感じられる
埼玉コミュニティ」

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4
地域による子育て
交流事業

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①毎月第3土曜日に「み
んなのテーブル2」を開
催
・妊娠中の家族と子育
て家族の交流の場づく
り
②勉強会の実施

・「みんなのテーブル2」
の周知、定着
・地域の他団体との連
携
・世代を超えた交流

・「みんなのテーブル2」
の周知、定着
・地域の他団体との連
携
・世代を超えた交流

・「みんなのテーブル2」
の周知、定着
・地域の他団体との連
携
・世代を超えた交流

275,000 275,000 275,000 825,000 275,000

247,000 192,500 137,500 577,000 0

うち県交付金 123,500 96,250 68,750 288,500

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 28,000 82,500 137,500 248,000 275,000

市町担当情報
市民協働推進課協働推進係

電話
FAX
E-mail

事 業主体の名称 特定非営利活動法人子育てほっとねっと

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須塩原市

事 業 名 産前からの切れ目のない支援～妊娠中から地域とつながりがもてるように～

代 表 者 の 名 称 西田　由記子

事業主体の所在 〒325-0034　那須塩原市東原3-1488

事業主体の概要

・団体の目的：子育ての支援を必要としている家庭に対し、地域において地域の人の手による子育て支援と子育てのネット
ワークづくりに関する事業を行い、世代を超えた交流を通し、家族が安心して生活できる地域づくりを目指すことを目的とす
る。
・設立年月日：平成24年2月16日
・構成員等：34人

市町支出金
（ソフト事業分）

当 該事業に係 る
地域の現状と課題

これまで当法人では子供が生まれてからの子育て支援を考えてきた。しかし、現在小さい子どもと関わる経験がほとんどない
まま親になる人も多く、また夫婦共働き家庭が増え子育て世代のコミュニティに出会える時間も極めて限られている。そのた
め、子どもが生まれる前の妊娠期から子育て家庭に寄り添い、子育てのよいスタートが切れるような支援が必要と切実に感
じている。

事 業 目 的

妊娠中から、産後の生活や育児をイメージしたり、地域や子育て家族と関わりが持てるよう、情報を発信し交流できる場づくり
をしていく

事 業 概 要

[令和４年度]
①みんなのテーブル2の開催（毎月第3土曜日）
内容：子育て家族、妊娠中家族の交流の場づくり、プレママ・パパに向けた情報発信パンフレット作り、助産師を囲んでの茶
話会の開催
②勉強会（２月２５，２６日）
内容：子育てをする中で起こる出来事や葛藤、あるある事例などに共感してもらうため、子育てに関わる多くの人に鑑賞して
もらい、悩みや不安のある人は自分だけではないとの気づきから、地域の子育て支援に関わる人と連携して実践していける
ことを考える機会とした。
[令和５年度]
毎月行う「みんなのテーブル2」を広く周知し、地域に根付かせ、より多くの子育て家族に利用してもらう。
「みんなのテーブル2」を核に地域の他団体との連携を図るとともに、法人の目的のひとつである世代を超えた交流を目指す。

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標】①未来を拓く子どもたちの健やかな成長のために
【重点施策】３　子育て
【目標指標】
・子育て環境の充実に対する市民満足度：48点（H22年度）→60点以上（R4年度）
・合計特殊出生率：1.47（H25年度）→1.62（R4年度）

事業内容

事業費

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名 渡辺　麻美子

連絡先
0287-73-5741
0287-73-5743
shiminkatsudou@city.nasushiobara.lg.jp



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

精算額

247,000

28,000

275,000

２　支出の部

県交付金

100,000 100,000 50,000 0
助産師・講演会外部講師謝金

20,000 20,000 10,000 0
外部講師旅費

100,000 83,000 41,500 17,000
チラシ・パンフレット印刷

1,000 0 0 1,000
切手等

44,000 44,000 22,000 0
みんなのテーブル2
会場使用料4,000円×11か
月

10,000 0 0 10,000
事務用品

0

0

0

0

275,000 247,000 123,500 28,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名
産前からの切れ目のない支援

～妊娠中から地域とつながりがもてるように～

科目 備考

市補助金

自己負担金

計

科目 精算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

報償費

旅費

印刷製本費

通信運搬費

使用料

消耗品費

計



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①世代間交流を通した
子どもの体験活動
②地域内の社会資源
の連携強化
③高齢者、若者の居場
所づくり
④防災への意識向上、
育成会と連携した高齢
者見守り活動

①世代間交流を通した
子どもの体験活動
②地域内の社会資源
の連携強化
③高齢者、若者の居場
所づくり
④防災への意識向上、
育成会と連携した高齢
者見守り活動

①世代間交流を通した
子どもの体験活動
②地域内の社会資源
の連携強化
③高齢者、若者の居場
所づくり
④防災への意識向上、
育成会と連携した高齢
者見守り活動

①世代間交流を通した
子どもの体験活動
②地域内の社会資源
の連携強化
③高齢者、若者の居場
所づくり
④防災への意識向上、
育成会と連携した高齢
者見守り活動

274,000 376,900 376,900 1,027,800 376,900

147,000 168,450 0 315,450 0

うち県交付金 73,500 84,225 0 157,725

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 127,000 208,450 376,900 712,350 376,900

市町担当情報
市民協働推進課協働推進係

電話
FAX
E-mail

事業主体の名称 埼玉コミュニティ運営委員会

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事 業 名 社会的処方「つながりが感じられる埼玉コミュニティ」

代 表 者 の 名 称 山口　護

事業主体の所在 〒325-0033　那須塩原市埼玉83-73

事業主体の概要

・団体の目的：会員と関係団体が連携・協力し、住民の意思反映と住民の自主的参加により、地域内の課題の解決、活性
化及び将来構想に向けた活動を推進し、住民相互の連帯感と生活文化の向上を図り、「安全で安心して生活できる明るい
住みやすい地域づくり」に資することを目的とする。
・設立年月日：平成29年6月1日
・構成員等：603戸

市町支出金
（ソフト事業分）

当該事業に係る
地域の現状と課題

地域の特徴・現状・課題等（事業の内容と関連するもの）を記載
当地域は小中高等学校と隣接するコミュニティとして子どもが多く、地域で子どもを育てることや、世代間の顔の見える信頼
関係が重要とされる一方、地域の人間関係の希薄化、子育て世代の自治会離れから、世代間のつながりや信頼関係が少
なくなっている。

事 業 目 的

地域が本来持つ機能を取り戻すため、世代間交流と見守り強化により、地域住民の顔が見える関係を築く。

事 業 概 要

[令和４年度]
4月～　高齢者見守り活動、高齢者、若者の居場所づくり
5月～　地域学校協働本部推進事業、子どもおはやし教室、地域内危険箇所確認
8月　　 子どもの探究活動（世代交流を通した子どもの体験活動）
　　　　  子どもお囃子の演奏をオンライン実施（YouTube生配信）
10月　 ひとり暮らし高齢者お元気確認
12月　 福祉部研修会

[令和５年度]
令和４年度事業を継続し、地域のつながりを強化していく。
新たな多世代交流の強化を図るため、また、地域社会のDX推進に向けて、公式LINEの全戸登録を目指す。コミュニティ内
自治会等からの情報提供や、自治会に加入していないコミュニティ会員以外の子育て世代への地域への関心を高めること
も相乗効果として狙う。

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標】③未来に集う人々の活発な交流のために
【重点施策】暮らし環境（快適な生活への支援）人と人、人と自然がふれあう居場所づくりの支援
【目標指標】人口の社会増減数：市への転入者数が転出者を上回ること（H27～R4各年度）

事業内容

事業費

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名 渡辺　麻美子

連絡先
0287-73-5741
0287-73-5743
shiminkatsudou@city.nasushiobara.lg.jp



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

精算額

147,000

127,000

274,000

２　支出の部

県交付金

50,000 35,000 17,500 15,000
生配信、動画編集
公式LINE作成他

10,000 7,000 3,500 3,000
チラシ他印刷費

123,000 70,000 35,000 53,000
体験活動材料、絵手紙材
料、タオル他

11,000 7,000 3,500 4,000
切手（63円×175枚）

75,000 24,500 12,250 50,500
外部講師謝金、補助外講師
謝金

5,000 3,500 1,750 1,500
WIFIルーター代

0

0

274,000 147,000 73,500 127,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 社会的処方「つながりが感じられる埼玉コミュニティ」

科目 備考

市補助金

自己負担金

計

科目 精算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

委託料

印刷製本費

消耗品費

通信運搬費

報償費

使用料

計



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・年間20種類以上の作
物栽培
・近隣の田んぼアートと
協働し田植え体験
・水辺の生き物調査
・無農薬で栽培した大豆
で味噌づくり

・年間20種類以上の作
物栽培
・近隣の田んぼアートと
協働し田植え体験
・水辺の生き物調査
・無農薬で栽培した大豆
で味噌づくり

・年間20種類以上の作
物栽培
・近隣の田んぼアートと
協働し田植え体験
・水辺の生き物調査
・無農薬で栽培した大豆
で味噌づくり

事業の継続と活動の拡
大

240,000 240,000 240,000 720,000 240,000

86,000 0 0 86,000 0

うち県交付金 43,000 0 0 43,000

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 154,000 240,000 240,000 634,000 240,000

市町担当情報
市民協働推進課協働推進係

電話
FAX
E-mail

事 業主体の名称 特定非営利活動法人　なす食育塾

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須塩原市

事 業 名 元気のらクラブ

代 表 者 の 名 称 理事長　平山　惠美子

事業主体の所在 〒325-0013　那須塩原市鍋掛1087-186

事業主体の概要

・団体の目的：すべての人が「心身の健康と豊かな人間形成を図るため、一人ひとりが自立して食に関して適切な判断をし、
生涯にわたって健全な食生活を実現する能力を身につけること」を目標に、地域の食育を中心に活動を行う。
・設立年月日：平成23年4月20日
・構成員等：26人

市町支出金
（ソフト事業分）

当 該事業に係 る
地域の現状と課題

子どもたちの自然や農業に対する知識が圧倒的に少ないのが課題である。これは保護者にも見られる傾向にある。畑に来て
も車内でゲームに興じる子がいるなど、自然体験が極端に少ないため関心が低い。

事 業 目 的

農業体験をとおして、農業及び食への関心を高め、食の安心安全、地産地消を推進する。自然とのふれあいにより、子ども
たちの心身の健全育成に寄与する。

事 業 概 要

［令和４年度］
・年間20種類以上の作物栽培
・近隣の田んぼアートと協働し田植え体験
・水辺の生き物調査
・無農薬で栽培した大豆で味噌づくり
4～5月：じゃがいも、里芋、さつま芋、夏野菜等の植え付け
6～9月：除草、収穫、秋冬野菜の蒔き付け等
11月：収穫祭
3月5日：味噌仕込み
［令和５年度］
継続して事業を行い、活動の幅を広げる。

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標】①未来を拓く子どもたちの健やかな成長のために
【重点施策】３　子育て
【目標指標】子育て環境の充実に対する市民満足度：48点（H22年度）→60点以上（R4年度）

事業内容

事業費

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名 渡辺　麻美子

連絡先
0287-73-5741
0287-73-5743
shiminkatsudou@city.nasushiobara.lg.jp



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

精算額

86,000

48,000

106,000

240,000

２　支出の部

県交付金

190,000 80,000 40,000 110,000
農業資材、種苗類、肥料等

20,000 6,000 3,000 14,000
耕運代

10,000 0 0 10,000
傷害保険

20,000 0 0 20,000
お茶代（100円×20人×10回）

0

0

0

0

0

0

240,000 86,000 43,000 154,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 元気のらクラブ

科目 備考

市補助金

参加者負担金 3,000円×16組

自己負担金

計

科目 精算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

消耗品費

委託料

保険料

食糧費

計



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

夢・子どもフェスタの開
催

①夢・子どもフェスタの
開催
②講演会

①夢・子どもフェスタの
開催
②講演会

①夢・子どもフェスタの
開催
②講演会

384,000 856,000 856,000 2,096,000 856,000

192,000 0 0 192,000 0

うち県交付金 96,000 0 0 96,000

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 192,000 856,000 856,000 1,904,000 856,000

市町担当情報
市民協働推進課協働推進係

電話
FAX
E-mail

事 業主体の名称 特定非営利活動法人　ゆめがくどう

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 那須塩原市

事 業 名 地域による子育て交流事業

代 表 者 の 名 称 後藤　政人

事業主体の所在 〒325-0033　那須塩原市埼玉8-120

事業主体の概要

・団体の目的：那須塩原市民及び周辺地域住民に対して、放課後児童クラブの事業を行い、子どもたちが健全に育っていく
環境を作り、豊かな人間性を育てる。
・設立年月日：平成28年9月30日
・構成員等：80人

市町支出金
（ソフト事業分）

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

核家族化が進み、子育て世帯の多くが共働きの現代において、子育ては孤育てとなり、地域の中で人と人との繋がりが希薄
になりつつある。子どもの成長には五感を刺激した様々な体験や世代間交流の場を広げコミュニケーションの楽しさを感じる
ことが必要である。

事 業 目 的

豊かな自然と地域の温かい見守りの中で、子どもたちが様々な体験や人との交流を通して、生きるために必要な力を身につ
ける。幅広い世代の人々が、お互いを認め合い、支え合う地域社会を目指す。

事 業 概 要

［令和４年度］
11月6日
夢・子どもフェスタの開催
・学校、企業、ボランティア団体等による催事（医療従事者に鶴を送ろうプロジェクト、とちぎ国体一期一会ダンス、遊び体験）
・各児童クラブの出店

［令和５年度］
令和４年度の事業を継続し、より充実した内容で実施する。

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標】①未来を拓く子どもたちの健やかな成長のために
【重点施策】３　子育て
【目標指標】子育て環境の充実に対する市民満足度：48点（H22年度）→60点以上（R4年度）

事業内容

事業費

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名 渡辺　麻美子

連絡先
0287-73-5741
0287-73-5743
shiminkatsudou@city.nasushiobara.lg.jp



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

精算額

192,000

192,000

384,000

２　支出の部

県交付金

30,000 15,000 7,500 15,000
チラシ・ポスター：30,000

50,000 25,000 12,500 25,000
備品レンタル料・トラックリース代

130,000 65,000 32,500 65,000
外部講師謝金：130,000

100,000 50,000 25,000 50,000
事務用品・用紙代：100,000

3,000 1,500 750 1,500
傷害保険・賠償責任保険

1,000 500 250 500
切手代

60,000 30,000 15,000 30,000
駐車場交通整理員

10,000 5,000 2,500 5,000
ガソリン代（トラック他）

0

384,000 192,000 96,000 192,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 地域による子育て交流事業

科目 備考

市補助金

自己負担金

計

科目 精算額

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

印刷製本費

賃借料

報償費

消耗品費

保険料

通信運搬費

委託料

燃料費

計


